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1．なぜ持続可能性をマーケティングの視点で考える必要があるのか
2024年1月、日本マーέテΟϯάڠ会がマーέテΟϯάのఆٛを見௚し、ैདྷのようにϞϊ

やαービスを୯にൢചするだけでなく、࣋続可ೳ性΁の関༩をࢹ໺にೖれるํ޲性を新たにଧ
ちग़した。ۙ年、Թࣨޮ果Ψスݮ࡟などのީؾมಈ対ࡦ、地域社会の׆性Խ、ϑーυϩスやࢠ
どものශࠔ໰୊など、࣋続可ೳ性を८る社会՝୊は޿がりを見せている。͜うしたมԽに௚໘
したফඅऀの価஋؍も༳れಈいており、企業のマーέテΟϯά׆ಈとも無関܎ではなくなりつ
つある。͜うしたഎܠのもと、αステナビϦテΟとফඅऀをつな͗、৴པとڞ૑をҭΉखஈと
してのマーέテΟϯάは「αステナϒϧɾマーέテΟϯά」とݺばれ、ͦ の重要性をߴめている。

たと͑ば、ੜࡶ׆՟େखの無印ྑ඼は、「͜れがいい」ではなく「͜れでいい」というϝοセー
ジをϒϥϯυཧ念として掲͛、ա৒をٻめない価஋؍を఻͑てきた。͜の࢟੎は、日本త価஋
を֫ಘしている。また、ՖԦは٧ײڞである「଍るを知る」とも通じるものであり、੩かな؍
めସ͑ύοΫのਫฏϦαΠΫϧを「ফඅऀが参加して初めて੒りཱつ」औり組ΈとしてҐஔͮ
け、企業とফඅऀのڞ૑関܎の重要性を発৴している。E$େखのָఱがల開する「EART) 
.ALL wJth RBkVten」では、࣋続可ೳ性に഑ྀした商඼とともに開発ऀやੜऀ࢈の੠をஸೡ
に఻͑、ফඅऀが୯にߪങするだけでなく、αϓϥΠνェーϯのྲྀݯ΁૝૾ྗを८らせる機会
をఏڙしている。

͜れらはいͣれも、ࣗ社や商඼ɾαービスを社会と結ͼつけながら、৴པやڞ૑をҭΉαス
テナϒϧɾマーέテΟϯάの実ફのҰྫとい͑るだろう。

2．持続可能性とマーケティングの出会いは1970年代
αステナビϦテΟとマーέテΟϯάの関܎は、ܾして新しいものではない。ͦのϧーπは、

1970年代のถ国でੜまれた「マΫϩɾマーέテΟϯά」にまで૎る。マΫϩɾマーέテΟϯά
とは、「୯にࢢ場に商඼をചり続けるだけでྑいのか」というྙཧతなࢹ఺をマーέテΟϯάに
औりೖれようとした考͑ํである。当࣌のถ国には、ڥ؀໰୊や社会格ࠩ、ফඅऀอޢといͬ
たݱ代にも通じる՝୊がଘࡏしていた。

͜のようなഎܠを౿ま͑ると、ࡏݱのαステナビϦテΟとマーέテΟϯάの結ͼつきは、ۙ
年になͬてಥવੜまれたものというより、ΉしろマーέテΟϯάが長年๊͑てきた社会޲ࢤの
໰いが「࣋続可ೳ性」というΩーϫーυをಘて࠶ͼࡏݦԽしたものとଊ͑るほうがࣗવだろう。

サステナビリティとマーケティングは共存できるのか？
「陰徳の善」を「共に考える善」に変える企業の挑戦と期待
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3．「善行を誇示せず、静かに積むべし」～　陰徳という日本的文化の壁
ͦれでは、͜ のように੢༸のཧ論をج൫として発లしてきたαステナϒϧɾマーέテΟϯάが、

日本のফඅऀにͦのままडけೖれられるのだろうか。
結論から͑ݴば、ͦのためには୯७なཧ論の༌ೖにとどまらͣ、日本の文Խతഎܠや社会文

຺にଈした「ม׵」が不可欠であるようにࢥΘれる。
࣋続可ೳ性に޲けた׆ಈのલఏには、しばしば「આ໌੹೚」や「可ࢹԽ」といͬたج本త

なスλϯスがある。すなΘち、৘ใをੵۃతに開ࣔする͜とで社会త৴པを֫ಘするߏ଄であ
る。Ұํで、日本にはݹくから「ળ行について多くをޠらͣ」という「ӄಙ」という文Խతな
04（0perBtJnH 4ZsteN）がࠜ෇いているようにࢥΘれる。ӄಙとは、ળ行をࣔތせͣ、੩か
にੵΉ͜とをଚͿ価஋؍であり、「社会ݙߩは見せͼらかさないほうがܿい」とײじるਓʑも
গなくないだろう。͜の఺において、企業のಁ໌性やઆ໌੹೚とのあいだで、ߏ଄తなミスマο
νがੜじうる可ೳ性がある。

4．消費者の変化～「企業は持続可能な活動に取り組むべき」との声
しかし、͜のような日本のফඅऀのҙ識ߏ଄にも、ۙ年มԽが見られる。χοセΠૅج研究

所の2024年の調査によれば、「企業は、お金がかかͬてもʗखؒがかかͬても地ڥ؀ٿや社会
の࣋続可ೳ性に഑ྀす΂きだ」と回౴したਓは48.2ˋとա൒にഭり、લ年から7.8ϙΠϯτ૿加
している。また、「αステナビϦテΟにੵۃతにऔり組Ή企業ɾ団ମは৴པできる」と౴͑たਓ
は63.3ˋ（「とてもͦうࢥう」「ややͦうࢥう」のܭ）にୡし、6割を௒͑ている。͜うした結果
を見ると、企業の社会׆ݙߩಈに対するফඅऀのظ待はߴまͬており、ͦれをલ޲きにडけࢭ
める༨地もண実に޿がͬているように見͑る。（਺表�ɾ਺表�）

5．「語らぬ善」から「共に考える善」へ
2022年に経࢈ࡁ業লが「ҏ౻Ϩϙーτ3.0（4X൛）」をެ表し、企業価஋のݯઘを「社会త

価஋と経ࡁత価஋のཱ྆」΁と֦ுする࿮組Έをࣔしてから3年が経աした。
͜れまで、日本の企業はӄಙのਫ਼ਆから、αステナビϦテΟ׆ಈについて「ޠら͵ળ」とし

て多くを఻͑る͜となく実行してきた໘があるようにࢥΘれる。しかし、ͦの結果として、企
業のऔり組Έや࢟੎がे෼にফඅऀに఻Θらͣ、ཧղやײڞの֫ಘにつながりにくかͬたଆ໘
も൱ఆできない。

Ήしろٻめられるのは、ւ֎の考͑ํをͦのまま༌ೖするのではなく、国಺でઌਐతにऔり
組Ή企業のྫࣄがࣔすように、「੩かなײڞ」「ਓとਓとのڞ૑」「ྲྀݯ΁の૝૾ྗ」といͬた
日本ਓの৺性にدりఴͬた࠶ઃܭであろう。ݴい͑׵れば、ͦれは企業の社会׆ݙߩಈを、ফ
අऀや社会と「ڞに考͑るળ」΁と転׵し、「ӄಙ」という日本తな文Խに഑ྀしながら、ͦ
の価஋をよりࣗવなܗでಧけていくΞϓϩーνともい͑る。͜うした企業のࢼΈとي੻がੵΈ
重なる͜とで、日本発のαステナϒϧɾマーέテΟϯάが、より本࣭తでಠࣗのڝ૪༏Ґ΁と
発లしていく͜とがظ待される。
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数表1　消費者のサステナビリティ意識の変化（2024年・2023年比較／複数回答）

研究所「αステナビϦテΟに関するফඅऀ調査」ૅج料ɿχοセΠࢿ
調査ؒظɿ2024年8月20日ʙ 23日
調査対৅ɿ全国20 ʙ உঁࡀ74
調査ख๏ɿΠϯλーネοτ調査（ྩ࿨2年国੎調査の性ɾ年代ߏ੒ൺに合Θせてநग़）
༗ޮ回౴数ɿ2
500（2023年調査）2024年とಉ༷のαϯϓϧϑϨーϜで実施
調査࣌ظɿ2023年8月17日ʙ 23日
༗ޮ回౴数ɿ2
550　ˎ༗ҙࠩݕఆ（༗ҙਫ४5ˋ）

数表2　サステナビリティの企業信頼・暮らし貢献意識（2024年／単一回答［5段階TOP2］）

料ɿ日本Ϧαーνセϯλー「/04（日本ϦαーνセϯλーɾΦϜχόスɾαーϕΠ）」全国15ࢿ ʙ ਓ1200໊対৅ݸஉঁࡀ79
๚໰ཹஔ๏
調査実施࣌ظɿ2025年1月ʙ 2月
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